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レ脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）

レ運動器リハビリテーション料（Ⅰ）
施設基準

診療体制

平成２３年度

医療施設

記入年月日：平成　25年　3月　12日

※指定を受けたことによる診療体制の変更点や地域支援を実施する専門スタッフの充足状況等
を記入してください。
 

    平成17年度にOTを1名増員し4名となり、
    平成18年4月よりSTが1名増員となり3名となった。

医療従事
者

平成25年度地域リハビリテーション支援センター再指定に係る調査票

医療機関名：慶應義塾大学病院　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（　区西部保健医療圏）東京都新宿区信濃町35番地

□訪問リハビリ（□医療保険□介護保険）　□通所リハビリ（介護保険）

特定機能病院 / エイズ拠点病院 / 特定承認保険医療機関 / 救急病院 / 身体障
害者福祉法指定（東京都） / 労災保険指定病院 / 東京都災害時後方医療施設/地
域がん診療拠点病院

高度の医療を提供するとともに高度な医療に関する研究・開発・評価・研修などを行い、
人類の福祉の向上に貢献する。

診療科目

　　　　1920年　11　月　6　日開設年月日

所在地

設置目的

平成２４年度

呼吸器内科、循環器内科、消化器内科、神経内科、腎臓・内分泌・代謝内科、血液内科、
リウマチ内科、老年内科、一般・消化器外科、小児外科、心臓血管外科、呼吸器外科、脳
神経外科、麻酔科、整形外科、形成外科、小児科、産科、婦人科、眼科、皮膚科、泌尿器
科、耳鼻咽喉科、精神・神経科、放射線治療・核医学科、放射線診断科、歯科・口腔外
科、リハビリテーション科、救急科、漢方医学センター、スポーツ医学総合センター、感
染症外来、臨床遺伝学センター外来

指定医療

一般病床　1044床（うちリハビリ専門病床　　4　床）

地域におけるリハビリテーションの拠点病院としての役割を果たすことのできる専門的医療体
制を有すること

２　指定要件の充足状況

１　病院の概要

なし

病床数
訪問・通所リハビリ

併設施設



②

③

→

紹介患者数 20361人 → 20540人

（うちリハ部門） 343人 → 229人

逆紹介患者数 22844人 → 15894人

（うちリハ部門） 88人 → 61人

紹介率 70.5% → 72.6%

（うちリハ部門） 81.9% → 94.5%

逆紹介率 49.0% → 38.6%

（うちリハ部門）　 20.1% → 24.8%

登録医数 名 → 名

（うちリハ部門） 名 → 名

連携病院数 （クリニックを含む） 803件 → 836件

（うちリハ部門）　 件 → 件

→

5件 → 7件

4件 → 6件

３　平成２３、２４年度地域リハビリテーション支援事業実績報告書

４　平成２５年度地域リハビリテーション支援事業実施計画（参考）

リハビリテーション従事者の底上げを図るとともに、かかりつけ医へのリハビリテーションに係
る知識･技術情報の提供することにより、区市町村の在宅リハビリテーション支援事業を支援でき
る体制にあること

医療機関
との連携
状況

医療機関
との連携
状況

連携体制

事例検討会等の開催件数

※ケアマネジャーへの研修などの取組状況について、具体的に記入して下さい。

　　＊ケアマネージャーを対象とした研修会の開催（摂食嚥下、呼吸リハビリ・呼吸器）
　　＊新宿区のリハビリテーション連携検討会開催による研修会への協力

※症例発表会などの取組状況について、具体的に記入して下さい。

　＊協力施設との症例発表会、新宿区区西部リハビリテーション研究会のホームページ
  立ち上げによるwebを用いた症例検討会の開催。
　＊新宿区のリハビリテーション連携検討会（在宅復帰リハビリテーション連携事業、
　摂食・嚥下機能支援体制の構築事業）への座長、スーパーバイザーとしての協力。
　＊新宿区地域リハビリ連絡会の立ち上げ。

ケアマネジャーとのリハビリテーションに係る意見交換の場を提供するとともに、ケアマネ
ジャーに対してリハビリテーションの知識･技術等に関する研修を実施することにより、介護リハ
ビリテーションの利用促進が図られる体制にあること。

支援体制

他の医療機関、福祉施設等との連携、協力関係を有すること

実施計画書 別紙２のとおり

別紙１のとおり実施報告書

連絡会の設置

※急性期、回復期、維持期の流れを踏まえたリハビリテーションにおける連携状況を記入して
ください。

　当センターは急性期病院として、協力施設の河北リハビリテーション病院（回復期）
　やマイウェイ四谷（維持期）との事例検討会や連絡会などの連携を行っています。また、
　新宿区のリハビリ連携検討会に座長、スーパーバイザーとして協力を行っています。

レ有　　　　□無
※連絡会の人数、構成員等（連絡協議会）
　　＊新宿区地域リハビリ連絡会（多職種約20人）
　　＊東京都区西部リハビリ研究会（多職種、web上）
　　＊新宿区リハビリ連携検討会（多職種約20人）

連絡会の開催件数

平成２３年度 平成２４年度

連絡会、
事例検討
会の開催

平成２３年度 平成２４年度（２５年２月迄）


